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トウガラシのはなし 2021.10.19 

大抵に家庭なら置いてある香辛料のトウガラシ。ナス科トウガラシ属のメキシコ原産の植

物です。食品としての特徴は何といってもその辛さ。カプサイシンという成分が口の中の

受容体を反応させることで感じる仕組みです。知っている人も多いと思いますが、「辛

さ」というのは味覚ではなくて「痛覚」「温覚」としてとらえます。痛い、熱いの感覚で

すね。カプサイシンが TRPV1 という 43℃以上の熱に反応する分子を刺激して誤認識さ

せるわけです。ちなみに 26℃以下の温度に反応する分子もあって、ミントのメントール

成分に反応して「冷たい」と感じさせるそうです。トウガラシは世界中でいろいろな品種

が栽培されていて食文化にも深く関わっています。また辛さでギネス記録の更新を競った

りと、興味深いネットサーフィンが楽しめそうですね。 

 

 

 


